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研究ノート ii
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西洋における空襲敏生活的瞬く

イヤ』屯ivA・テイラ}う寄「世俗の時代自

夫康i上

はじめに

本料は、 Tヤャ jレス・ァイラーのrf芝「世-:{((，-')時代」本の誠二告を概観しつつ、

/ーのさ:主につい C 芯察するものである}本書i土、?可什キ j ス 1、救jI:'I;!にお~;る

宍教生活内経;史的蛍霊土、ノ「ぬの iTf1Y:刊を論じたものあ，:j~本吉のタイドル「世

俗(1)時代 j 心意:ァすらと、てんは、今ヨに計いて日、救のみつ意抗力、減少 1つつあ

ると'""うこと Ci;ない テ/ラーによれば 日俗」ないし rjJ俗1七J グ)f;奇心多

表的であ Q か、さ LあT り次の つの主主~;:;、が苅主到、な。ラ第 :、子会(j)公前

てc計百liti，言、湘への::;: ，~IT て，:' 'i._、その存在を志吋JJげられるよろに止ωこよ九第

!、三教的実践をr~号入が減ノL、すること i点三l、伸子信どないと"ぺ;翌月ff(

いうまでもなえこjらμ相互に関係Lこいゐが巴 ι吾!42ちー

マドす乙ものであゐ。すなわ九、 (7~: Iでは神本件11L1

t よ、?にじない:"，:，{~よ、司、七叩 ì~_ '~う選抗校内コ芋在 Ilf~1 士、 iι 〈認めム;r，~-，.お

その意味(;.~~，イt: j: r-tl!:i住の時代 なの C'，{;，うる一人類どをimL つ'"，::'00年

肢が生 1ノノるこよ

力主主h、力十世11バ七子テ

[.'; 
J 、

ヨIま(，I立、柿のf了寸会長うこ土が不可能rあったの，-、ノ7司、神石〆!行 l'ないFト

き Jうが主力な i宝択日、になたのはなザなのか。主~.ぞ内定問、:.:1，fpJであωのか

これノう不舎のチ Vなのごある l

般に、信仰の?正当児十円同期b 、 その救誌のl人j界ωFZf吾グ〉忠義とし

て政われ£こ lが多し ての持「了、 11俗化は、日紋日J救立の云当性が古代科学

とよみで

I C11三了¥esiι.ylυ A S日μf:;rAge I.TT己rv三了dl! lli\. ぞn，; i~y P了行S~. ク007.;
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刊 ι引おける示教，'Cl~引時くズ

のJ:[見によって拒り属されてし勺くプ司令ノ、 Y して捕かれるつ Lかし、これは科

卒のウ場や庄町の臥誌とする布で小Jj~切であ Q 探求きれるべきは、 ~Iご代科$'

の認議構造の成立会合止と。人間のj宇品舎の惜j主巨体的也 j乙なのでめる η

ノ 1'} j止へ告の i皇;， -t ぺ(!-:'~f:古書「道総白~1午 (D:.or?.l只ood)J 乙 ι つ\さり

によLれらを統合し、 九交の三の IE叫二を手生同っけゐ f1>'.~'%[U) (i~ 京を 11主 f'ð 2'~;応泉

Ll:unt1 :>じlllCド)Jと」ぶ吋 ;fi代によ去し74J道徳的減泉には、 押 j 以外;こも、「人

買I主性Jペ-， I ~ :;f~J な J 併存寸するか、 ~-:!i ~，う I_jq吋fこ」とは、人千百行』の充

賓の十字肢が、「持 以外の源泉;ょ結び〉け ':Jil {J 1:;古i刊が斗じたこl、2言い

換えることがでさるの以下、本舎の主安合成論を順次蹴倒してゆ(，

宗教的体験の変遷

中世における宗教的体験

本~がみ及、J 第 のテ マは、宗教的j!，絞め告主主で3めり、制俗的思想の己fルヵ

萱吏('i採決である，以:11にお¥，:'こ(J:柿ド二つ)次元，.お!て 1)アJl〆に体検Zれ

第一に、人々はi葺併の世界いず品、世界に h 霊平烹:請が遮在して v、と

ノ、
1〆d

i二、日決界的大主な戸t来事は泊に由来すらものとど去ら1"た おこに、ヰ:

安なキL元市J，:乏 〔王ヨ、数民、 :t~' !~. 1-:': よ儀礼・礼拝をヨして楠;こ姑 ;'>"-~}V' て L

ト こl"ムの条件古宝前j (}'っき、神 oコ苛 Ji 合認ii~~-9 るここはィ、 Wf7主のものであれ

ど -íl~(!)1日界説 Iこおいて:豆、思悪 感清~-; --'、:Ì:Í;Vì;l>/):吋側!， :L_ ):，_~-9 るものと鋭

念さj:.るが、こ:tti ，~ ，Hして庭11，の世界で iよ、訂正!ょ人冗の外lelJにfz在す£ ヲ
ゥム 官iι
。れ'-''j、人交のタド1.:ある物/i梓;が、 人間1:告'p，ノぷ芯 jf'.-つ:7-/~ i) 、力の出;~"- ~ I 

さ人れとりする 人記がニれりのEE宇品力のよiHを受ける Jこレで、様々なル設

が斗じるのvとある。:弓 J た作用を及ぼす宰阻÷体，-1王、続々と物剖了H する

相や呈主、室遺初、 さらには庭んや;t+つ初体ち事攻f?寸-:;-;，::，. i-れhのうち，.

!' J.、者しべ、のも:Tいものもと/+"1;[:，さ~~~::伺果的な力はィ、IIJ分であ f、これ

に対I.l、して人rg1o)倒C;;:;:矛r:~内 -r:不Tif::，}'t ある たi- 王、嬰'J:'るんを脅かた

物体(豆、人当;内抗をいや 4とと川、主を取れ除くい吟うした:世界 iこ，Ht、ては、

内 Chules!可 lo:-，5;ρ:0'((:; 0/ tJw S'elf' (Hηrν2.:-d ~Jnlver引い P!'es~< 1989、pat.~ 
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九17Eノ

人間 h'-とえず有力の 1尽にきらきれ、 これをおそしているつこのすてy児、で、菩

寸昨ノtJ元n;'f;; 治ノJ(二 o券和するここやff1剖ずるのが卒中であり、 Lたが円て、，1;¥I守r

の世界引土、持へのiGif:，Ii.1τ必然syなもの Cある 魔術の世界においと、魔術手

コミ{二二千イ全体であり、 しlんが「て?的|へは7で行う I体、そのイノcomの対寄 i土、

河体のなかLi主的込ま::it、いた l たレえu救区中f.2.-.:" .ii/1-，))チ附:~);.竹中ヲ才 νたり

?あり、'ffëL ，!)有効件や夜i長ずるため l 、 J免，;I~，に対し七は咳-い嗣J栽~，す (J われ

ふこと元、多かっ丈

lころで、中世の宗教と J古に土-)¥，ミては、兵員な要素が、「柑よ工楠つ2. j今辞7

(/) ;:j，裂によれてぷ存L-"(いた 棋 に、宗主J.への帰依レ、 'JLll的繁~への|喝心

山間 iζ は ~f?校が7字めするハ中 rt: ~I) 力トリシズム;豆、ょの tii:ii 行円安泊をわ会的分

業の叶';'C1tIT.I'[させる， 'J なわち税 11 目立関心から r~î;t c柿仁汁依ヲる望械包よ t

Jヨt的接剖Jを果と守他的主士会同が、相互摘定的に分来を¥"';~I の Cある。第二に、

，jK:こおいては、構造町民常法がえ:;."{字詰る -;~なわ丸紅会の，\:jC立がfγオされる

船聞が存在寸るの :7あゐっ予オi に対抗、 LC 、醇聞は;~]~立ごはなく、、町甲[世俗!

の時間と、これ字続行 Lリアャ)T e'寺弘n;る主J3..同次(.f)蒜j許可ノ'J:-_\~ぃ汗し亡し ι とぺj

t二'7¥.(7)~き荷!手、尽な ~)f;場所」つなかっておィj 、場所:ーよ-， ζ異な~)eす買が存在

-~るー 1ニニ二育会体 l士、広，[、と J見宇君主もつ、長照的を咲r-% ff なすと桜念き f たコ

(2) 世界観の転換

以ょのよろな中世の情JEが出J主すζ:7.因l止、キリスト敦巨体内内在勺でな主化

l よると干ろが大主'，-'0 イソ---~i -~ヌパ スを手がか，')、 l恒陀時代 J) 

前，l:n伎のん、教を次のように訂正する桁，W軸汁ftJムj、苛u)宗教に;f3'.'，ご心、

社会ないし共同体が、その Iたゐ拒し千であ:"、共同体力{">Jく者がEとなるちの

レ(/)仲介者でめっと そしつ月的は社会の繁栄を実況する}土でめっと また社

会L;::-!スペース内相 l下グ)c.;J ~:.: ':'す晋づけられていたごこれに討ご i紅紬時代 Jj 

|年の ι ιり発達 1，.-::-~;、救においては、 ニオt~~，の特4tiが'&:1 こ1 ふ}可なわち

州市↑苛!はこのような永注の時交と d て巳 コのHi 7i~/)口7イーしたこぎれゐ-
t:'I)シア哲学に111来する、 /テ-'1の奔湿の世界のIl'j問円，¥_1)ス~教のもんらし

た 1司法済的時t-g-J_:と、 d べ亡の瞬間ぴノ持へのJr，:.-，~írの鋭念リ 2ii三は L:lγ} ブーが

~:~j:\:H: ~"'だものに\民;えのidh討のうち日見いJ七 F1 侠I1を烹1:'，:匝怖される
L告示の瞬間ごめる ι

A Sl'ndar Agc ch.:3 
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刊 ι引おける示教，'Cl~引時くズ

教は 1品人 ï:"-口らの救1尚の「めに行つもの一戸、 f;~-I 人 義的f号機が強L10 その月自主

~i 忠常ピ〉九五占的号言宗チ L三科したものとなり、 主た人 r~] の!日界{手、 ~Eな，~秩序と

今/号Ij，~ i'~ノ己主つになる

中tH:符;;Iliおいては 主リス¥:1.::C)tム尖への浸透の碍 ~!J:¥; sそt);hてし汁争時

示教rリ いおいては、 'iit: 人的[八~:tr ，:'おける印公が m 侃さ 1d-炉、他右、去

二'1， れま l 恒対，~代 I .!.、~~;; (l入異教自立主!2~;グ)つ1: 1" ，、 )1一向洋自立な限界を斗き

この主うなん、救山な小説似の非法的達 v、;土、 Ij，pC'j杭五ー CI)-~_記念 lご主っγ ，1"一一一 ， 

-C~fS存されていたごあるコ

中日ょが進み、巧 Jスト救が社会に浸透する¥--!~もに、信仰の恨ん↑ヒー I-'Sr今I{七

がFも。れとともい、コFヱリ 川」対 fる妥求ス三字詰九出 tふうヂなわ九 lィー

古補完J G'ノ同念 l 土 !'t、われ、万人 I:.~ _~t ~て ζ:) !故;{.;;しん ~:z昆ヲ''1';要求さ f る:ーい

だるつ出世ポ(:..;品、このぶつな l改革 J の主主主が5主主匂ニレ。なる n 可百:二日

:する;改J長が山謝され、向山全能戸主力吋広謝されるとごう、子、非 2.:. lj---~， J)凶に布.l~主

かった庭l可ヘの生じさがと二るつ同時に、魔術iこ討する?と、刊-1'，(士能。〉神力カによ

ご克服する願望も似いえ これに l信仰にエる没:.，'， の観念 ir;-!;~ わり、 λ 、教ュ，;(

己主が起こ匂こ(レになる

'，;:4'):川、主lzI杭品C，(!守i]-~t:.Jをラ:;5起てヲ 当初、花的目立内によって、 fl1~(.1ノ l在執

を克服することがRお 3 れたが、役に lよすべ亡の魔術え:I~~予定 c' れるようになる

こじつ粘呆、忘d斉 u::~æの日~、:ぶって逆!北されるものこなり、巧Æの。 J聖な八

物、将官、ヲコ問、身E正行 ;l-;~)jhf きれ、壊十 cìJ ンシポ Jレにすずないものになって

やく この動 0~王、神の犯対性子 4吉田司仁てでヰ物!， :':I サイ l する I1 自りそ汗定するノミ

十 1)f 1-\ の流れ!も恥ぴっさもん官な玲問~:.1:~u)抗念:を止。，1.J..WL， "Cゆく ま

れ、 Ji人への高， ，基準の要求l三、官，1人の斗yf、下十〈??棋;r、l人)，l，、の住民委変;i，・
止之吾 7ゐ志向をと主主lネ7 }札 11秩序土三ノJ主的な来tl百をぷめるせ併の連制(~4fT :'F 

コ〈ここで、村会主体にお」ぶ茨i王'~r:-山哲1)) 会へと変令 L ごゆくうこのなかで、

祝祭 é~ 伴う民衆文化や、ゼケ :;"'-1. -1' 1) アノ~~)':~;を~.1杭t.. " つ V't一身 j !;i、 ffl泊~iil{+î:JE

きれて l争くご

(3) 近代の「社会イメージJ (modern social ima雪inaries)

内(1/¥5!1.'!，:lar /l ，~Y: ， ch. ;-:; 

A Sl'ndar Agc chワ
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九17Eノ

中世の宇土fT において以、 'iil":八L!共同体を介して{ヰじめて~~なふものに結ザつ

込て， ，たの vにそのi7イ ~i.!'， 1'1体の出 L=-.tSめ~\ま 1 て， ，た宗教的世人士誌は、

個人 J 相会の関係少よさに也、え￡的}間j、が神の日手がかけ:十 L~ えとま:ti;~;';ココ

ミュニユィか';要約七、教会、イ十f-;;:{;-叫んといぺ観念がr14JL こう Lて社会:

~lr~ /.'!.って何人が芋在L、{ftらが契約を通じて、社会を形成する止杭念される

でのr-i的は、白由、 l'等、ね p の柑主主内安ほである このよス lして成りすっ

利 7~ <J) 山乙イメ/は、〆たのような安素か h構成される η1: 治二;，'1泊識の体域

12'i'.!と共E塁。局地約な5J誌が比三って、!ムい範ヨグ)Mg'，主グYF間1Jt主主LてLミ心J

i見念される 1.'141会契約によって構耳立される主権を t-!i コ )'J.l~"9 注意1べさは、

ニれνグ〉 IZ首領域 j が、んれtJ休で存ι11，、いるロパぞはなく、持、代会、白h

L ついとのj干~象自りなま正念ル不可 >J\Oノ構成要烹(~ ~-てノケ在してしるこ j~ -1"あゐ

テ{ヲ 地すこれをあえて、 n' 之問 n 之 I 出シぷぶlWJI の U ，~ -~)i之、 この::1.:'こZちる

レ思ゎ t'.~

ヂれでは、 ~;r一、教の室見守から員七埼 j了、にのような/メ ジの土守口をはとにlこ3め

るのかれ能 に、これらのノメ ジはい-i)";I'も、 :1.1告の時間的中で形成早れ匂

もの1却先され、主和なる時間1内法ひっきを認とな'，.i() 論r車問山C;:1国人1J守士会

に，';t\1_-コにす有[、子会{主人 m~ ~!) 11的のためにすf;.DY:~:I')ると回二~':~ 1"ゐc お

lこ、人々は相互に~(.+， tl(; な関係にあり、恒令人~':ヨ岐にそL:z~ に結びヨ〉いているー

これつの古lムピ代以訓じ1';引会しおいて、人目ノ'Fl-;f5Eの議p[ttf;-Lてト会; コ

ながり、どれ九を重じと「聖なる時間J;-"')なが Jごいとこ1-J-:H町内「あ師、

近代将 l' めい教鋭を~，主主 l して初めて 1/ 能になる、となのであるー

(4) 理持論を経て無神論へ

院1品術 i二以半、 !~j 我 r!片言主からの l 絶縁...が5良まり、神への依存の志~ilit:~ 為

伏卜ずる ん、人正h j 之;計会こ廿界内 1'1'"漏グ川、|言}が?主主ると、|任罪~，玄白し1 之

対t士会 7<:つものと矧念さ :jl，;;:，主う仁なる今 lS'jll紀になる}、いわゆる理神

誌が'1まれて♂どJ() J1.柑誌に手';1.;， -c 川市は宇ド!の設計者どし ι う f，~f 己主会与去られゐ

“ ノ'1S'()("j{的ul百五 ch.:1 

加!こl'に古」えて現jiv引品、人々がみ「からの λ タイルを絞示ゲミ→/ンヨ

ン円引i-t.Jが存在 t~:; !-;汁しる 1/1，)(i山 rぺf[r!.ch. ~::;Î 

"じノiSt'Cif.!ωr Ag(i， ;:;，s. 6. 7 
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刊 ι引おける示教，'Cl~引時くズ

刀否、その設計の司的は人買の採栄に還τEされ、ま/:_I&~ 恨の必:;;::'1"ム ;11:kL': ;":i iνゐ

何 ii b:t;(:歴史 Iこ介へ 9 るて主{芋で\"'.士〈なり、何と人 C，この人格B;~交わりの銭

全:が9:.:b ;f~ゐ}人 :1{ i'孟珪1こ J二上ってよ巴控ヰる日 Y::にん一、款のみが、ノド」この町村}cr) ~，:í-:; 

教 J 統土:されん上ろ h なる、 A 河の邪立とイf，-T; という宗教自~!，耗立のロキ烹ドヘー萱

;一る ft，l~;2: i:' ;-交われる い~:r-;i (/ ) ;~:k ，1主よりも、今トIゃっ.{~:?;!ん;':iJi.制2' :tL，れがji&~'守

的改えー規律iヒの5訴さと桔令ずるよごうした効支の予後に(豆、宗教訓もたよず

拘J[EぐEl誌の政念や批判 L 悼芝ぐ工計"自V主主褐ふ求める動機かあるι1と¥-;11紀に

は、 そ;f)某f直を求めて巳 I"JiP_'t'j-.J 共恐 r時議」な J、「柑神t円を，-.(-弐主1存午〕な

寸形3での7積;者z索刀か、?わtれLべ心》
二つ Lたよ文科な戸、、やがて刊界川竹々の神への烹~ik が切:フ言、 19 代前二(互

いゐ)、"件初論， iJ1r討論泊牛じるー今や」ヨ債な時→~1 '立問。ノ;j司会がおま;';'人

怖を持つ神灯概念'-~.;主干仁吋が~二仁と\る またあ/"，戸、 L1，-¥ 1"社会パメ ンJは、

非人格吃/午|対係をそのμ 持止し、おり これí~{人格をームーっ沖 L のパー ノずルな

寺、ワ ヶ~ t-，う τlj スレ教のff.~.乏:と金;::-ì'!にい， . も、l!r.神識を社主乏し

f、

(5) 近代的道穂秩序への批判

以トのようにしと成 v 、た五代のi[~ 怯秩予は、 人主'iの煎;11，11守宅揺ク〉当現を河

村L、浬ど!二ヤ惇煮な Jの碕力なz呈;1'3とあlびつ1ている。 Lか~これが超越的な
ものFの.，ながηを失つ L コれ、手安なものを ~:J ，.)泡トしといふ Fい'批判!lt

rーじて\ Ji; と Iこなる叫 l っこれらの批判にほ、い〈つかのしえれ ì~'ずある。♂3 --~ ¥、

人間じ立に弓常の泥宵のとめに|高倒するのみとなくも より昂ニその汗 j草 I;--~/) 守

什 Eあると、う北判があ叫 んソ 、カシ;、)。市 :、近代的な坦性"誌が

もたりすま是々な分吉、ーを北判し、'''1'1':レ !Ül~位、何人レ社会、人.1t!: I-:j?:長町立のちt

五百草lを山復し d うとする ロγμ下誌の流れがある。 第三l、限界におけ

ふ祐子ヰゴJ調和}いλ楽観日Jな見方に反対し、人月J，))}-トゴJ悲劇七三手掛~:~J'-;J ふ流れ

があゐニ デコ)っ'りわけ、 [1常院な繁栄(レiF主主の"，';1♀のトめにnJI土 Fれに九

ヒロ J ズムヤ者銭的結竹内体持がdニじる よれム(/)て廷のHじ判土、信仰・不信

仰との;i.;;i!.紬は.v:すしも 子文せ j 、↑百世~ . A~-~~f>lのをt ，可は、 1: i')複雑な禄巧ろJ

見せる工うじなる

11 A Snnl川，C1!;-cr!i， 8 

~::: '1'字00:，/'刊i)73;:) l50J 
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Jころ寸こっしょ:前 J い島さ i士、抗とな感析を生み!日'_，-c ~，;)く判乍第 ;、
ν 込まや道界を宍勺」者f-限 ltt コ 7~ 巨然泊、人犯の|サなる渋みと共鳴 L、ある揖

の退治S~な伝えを同 f~-sl )~ た r ぇ:工 l 崇品」の~>;:念にたら j るように、 日夕よ三

の'l!f ßそ1三のなか 1 入道f~.日号な幸、~iS 見 L、だす E主任泊立1. '.引 また、文市発'ktl

舗のj 司じっ IJ:J' 聞の jt~ 表ttがEE哉され、人間が主役智子':l(三物土三主流ずる~レが守、

iまされる。 にの結果、人当ずのもつドtとる印みのc.;J~::. (王、目l 人支自立な5'h.自力なも

のカf品;，、ぷこれ治宝十」抗 O)3~ll 日!吐 c 共 l応するこ;~ ;'J{発見されるこっし Cアーコ

，'7)指ト:;'-"ε ょう:、ロマ/主義明i〉問、 ヘ克 1午 1:t: (7) リアソティが、 !~II?-rt医維な

f辛いJ;~jiÆi に存 j る}~ 1.' つ同~、ノト止まれる 持ーの主安在変-f~i 辻、口'..( >-主義に

おける台骨子の安 /l:である本 18世紀 t での122中五、 r云市J的なすスモス ~I) 主厚生:

かで提仁、これ r川町故tるものでありれが、コスモスの矧{to.>ej-;-f、どとも"， 

25津了凶これを削l'_:;::9'-，，) '1立言j を与えられる:_~ l' 、丈二ミ。ゴス Eスの概念日消失(レ{レ

も;ニ生とた、片 c-~，:後続日付りな十宙じりな授を民民寸る欲求刀、1ドモ1こ存在-Jるの

ごある。しかもに引をff;blCの百訟で示耳;1，'9るヂとはc-~，ないため

円三i十(-''1創造;;:I-;';-'lt的内れる

あたらし¥，) 

ニフ Lご万世紀以沼、巳想的iO，長は多岐にわたるこトいなるが、宗全文析をめ

くる鋭RかM は、ごわらは六三〈三つに分けらよと九でさる-;;なわち、 a坪手

菜主義汁・ ~u. ，j苔 f(; な :::::..;_-7 てズ/、の朝流、 l じ )l~u~Ht1 を強調司る世俗的な反出

議・，!，-;(ピェ-"-7ニTムの澗流、 '-c1キli:l.，入殺の¥'，IJ;;j':、ピェ----7二汗ムの芹J吋宕

ょの関/，~iJ キlwT あれつど!) -c-あ之乍こっ LI:区式川、今:1ま合持続しといる

のであるリ

2 宗教と社会秩序の関係

お にGf.iとられる7司書f:::j: ヰ jスト教会内初減係長1'、"、教と千↑会1主宰(1)1現終

ここでは三リートのピ、怒りみならずι 干 .1';一般的主識が検rすさ

はこの l点庄内平'1~ê異かfIj;~干 r るために二たのような U，tlt r<号、シキ十会

0)折切であ七人

T二~，) ヂイち

モデiレを提示 jるn

;r:~ ;止「ン-:-.'r /'・>ン ム型的ネj'，会cあれ、 ずJイヲ :zこれな 旬、子"5_)レ

内 1" /1 汚仁tlilιr.'1.:.:-ιぃ:_9 

.'1:-1 A S，〆nlar，-1 f;-C ('日 10

lS7 J Iti止、日(ロ 39G)724 



刊 ι引おける示教，'Cl~引時くズ

， ム"C';J 1-tlJ け;~: *1 ，1 人今以社会の桁 JCのf;p守への保高を l♂おL亡、全

体十|主に昂 1詳していたー(，ミヴFの l人， é震は、 l~市!iJ時代以コ，r())妥玄と、 -ft'以恨の要

素がルnしており、 Jくに主主は山、民レベルと弦くも長才ヲコミ lごアィの大1')

f 前土特7だついでした この形態:ま宗教二宮竺以降も弥い;~\抗力昔示 L 、長期間

三品漣{//: 二のモ r!~，しつわ慨は、共 [cJfjcが桁町内"場所、汗問を送乙1 、

昨なるものとのつtt:，~，，' .'; ;を持勺ごJっ打、 j~rロ休の市';IJfが持j ::[~ ;~~叫，t& を t-fつこと

であるの

第二は ヨ世紀から引)世紀中葉にしたる さ司ul"lの時代」であ 11、このi時期の

モデ iレは l若げがユレケ ム主! とされる よ円モデ iレl土、脱I麗沖化、フア:救的年

九七品、水、(tnな代会イメーザ三ともに、代会J没泌すゐ， I附l楚lt!:;i ともな

い、持，ヒグノ市nj.r!'l~ (土神室なもの rはなくなる教会}土、神ぴ)苦E三、に Lたがり亡、

人々が汀党問ぃ形成十べきものいなξ。このとふう、多行'0:.宗派[明'"、1れ1:'ιU::)

心存在ァ六1牛拝され、 fV々は二オi.1:) (1)叫ヘ!，主主員されるこレになる ~ ;]， '.(0)特

にえれらがfZf と包括的な教会々科IJ:';:i ふと ïi.~念気れ、!かもに引が 1 主 I;J

。〉表象Jやj尻町th'マ「デンァノアノ〕接続する {言'm1よ，，[永山ナシコ+T; Ai、
ベヘサフカノレザ γ の殺のひ 1 つを子:~bXL、宗教防車i，:fi.はしばしいi仕公的 政

治的立町員こ湾市~;lたリその典型~I.''Cある γメ j寸にお， ，ては、その政ti-:'於ア Jつ

ンテノテ fの印"、に ri7!史的なかにお(jる神戸〕主[ミ与の長煎」とし ιつ宗教11号な;1¥'l:

念 -)'i:おかれる、イ干 jスL正当 l為ても、ブ"テスタツ子イズムはF可r京J)'lイデ;

T テイ、:EI¥:主?との寝LS什の思訣古 tFっしι ごいと。

第三:玉、 1960年代以:~， .ltiめまで続く r"究:r_~ {a~:L，守， tiじ i ~V;. (})時i1uj で

ある命1 ~; この時代には、それまで 'i ートのみに|現られといに ι 宰(~な型主!

が十十三行 浸i圭Fゐ。 にくド、 r-; ''7ン t:_}主 1 手起源 $'~1' っ C}、;5!日守 ír: 人 1 言J がや十

会こ没r藍す主~ク〉社会的背毘;し亡、社会内富俗化~- j円程三活の発民、都iIi

イ[，内 Jスメテ-1-r J)売Zきがあげ 1，:)iiるう 7 】/ごンへ~，土汚スタ j Jtを去よ見9

{，余計?と、そのための竺立が小 T'~、 ι う丁ら 1__ ;~. 0)云JJ!が見励されるようになる

これに伴し、ロ r ン 1 義的な j~fttk'iJ:に It1来する去 l司的~;;，d 人:義が什宗に浸j量

-1-;0ニレに Cる それはまた、二 ~:t! による支配への反党、材淳情伸・紅会的

調和グ)Wi求と結びついて v た2

内 I，j /1 汚仁tlilιr.'1.:.:-，九c:，_12 

ベコ AS，〆nlar，-1 !;c ('日" 13. ; 4 

~::: '1'字00:，/'刊日)733 l5らj
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この丈化は、宗教J既存の祖織のつながりを係るがすこ土になる。第一に、

いまや伸豆なるものは、他人の内固に共鳴『るものときれ、個々人が、自己の

衣現子攻を見いた!)つつ、白ら探求するべきものになるの対象の杯開生よりも、

虫性が重要になる。こう Lて、悩人による「探求」に先ウ ι、結果を先取り寸
る l権威」は両主的に見られるようになるの

第に、新[し〆

ルなもぴの〉に感L比乙心、4る燥体:見なされるようになる口スピリチェアルなものへの

希求は、健康の希求と融合する。近代のキリスト教は、「規津ゃっヰモラル，"

結がつき、紅会的秩序の維持や家族の保護主いう機能を果た Lてきたが、こう

Lた壬ヲリズムが社t判きれるようになる 2

このように Lて、 l真止さの時代」において、信仰は既成の組織・市IJ度1:は

致しなくなる 2 信仰を持つ人々におい亡も、既成の教会 宗派に対する帰寓

意識が '-.-If''-.-If'後退し、また1、派聞の壁もa'!失しつつある I二ユ←・エイジ」

「スピリチ?アリテイ」のよ--)¥こ、個人が白らの見解に合う信条を合成するよ

うになるの 1.)吊属なき信仰J (Gr2ce D2Vi引の現象が広がるのごあるのオラ/

ダの脱注状化のような、サブカルチャーの設記もこの現れと考えら札る。

今日、信仰と制織の問係は、きわめて多様なものになっている一ス日リテユ

アルなものへの通路は、特定的コミ?三ティの場合もあれば、緩ぞかなグルー

プのよEf7もある また、新し1、吋、向が必f"も伝統酌な紺織を桁汗すゐとも限

らない。 .fff史を混じ亡、多くの人々が、口らの罪深きを思議するが肢に、権威

を求めてきたのであり、「権威」と「探求」の 頃対¥1は誇張きれるべきでない己

またITi人による l探求」も、超越的なものとの持触を片続したい土望的J工、安

定した紺織への帰属の願望l行き着く場併も多いのであ匂

3 人聞にとっての信仰の意義

以|、テイヲ、の~/述が批判す一るのは、世俗化を必然的な週秤，"見る見解で

ある すなわち示救という余分なT要素が用失し、その下に芋在していた世f州む

な華同が顕摂したという見解である。これに対してテイ7、が強調す匂のは、

体殺の構造、それを支える普の構造、超越自tなものの構造片体が変化したこ土、

ぞれによ勺て神への引問、を欠t\た1ir:-~告の形式が生じたことである 2 テイラャの

こうした見方は、世俗目的世界仰のTlAつ主への疑問E結びついているの

[日] 北法印(2，394) 732 
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ここで焦古に止必の以、界史的に汚bkされに;湾代の怯識の橋j;::が、超越的な

ものの体殺を完全に排除ばて1与るうミとうかである出 U すな円ι、問t>ff:f:化、 I~Ü~ 
注され λ」円己、 ttlヰ自，aす究に上っこ形作λれle 1 PStE自むなtt!Jli (j'l1汀lι l1('n:

問 lr:e/ が、I!寺と Lて惚iTや受(す、詔4よ的なるものの梓;段I!;-~1 往す引のであエ

Jこれはま J三、与与した仏殺の情五を又え、いゐ諸イ面他!ト111，、 l卓愛、 円与か

せ自:;干":f;1の追求など:が、日しγ;'~i主自~.(-あるか、と， ，ろ問題、もある内

ァ f フーは、:i:<-(~'う 1 P可-{f的j;1界J lC占きた~~な社設としつつも、 こう ;fpt主

位向tなものの休段を是認す". .! J之助にだっ γ 我々を博ぎをな rに向かわせω刀

がルニウコムフこる 'J'¥政々がヲ主的なものによコてJ甘んかされるのはな '--;1'ウコηl内11:

的な限界Jに対し、欠乏ぷ音持つのはなぜか。乙才， 'グ〉日司 v、に[-~6'1二符 Y るた

め(，-\土、超越的なもCi)へのヲ l' さが不可欠ケなるのである η ま /::-;l ，~が時 L 集ノr

8tな但だいぶい cf七Z点するよつい、均質な時売にもま:け Rが午在 tるのである

主述ク〉上与:二、今刊のJ向洋士d，jにおい L、 へき;山苔を Y)えっては、一つのυ
ツ守〉が手っている9.=;:こ、人聞の生をにえと諮肱トつなものを信 Lる↑言慌の

訟 は、II!俗的なヒェ マ二スムの {r.t:i6 であ匂~.年ヨ~_~，;j;l.!= f:tî 米するこコ主号

グ;立場は、 ts越前なものを信じずに、人間のこと命・ を誌上のもの .c信
手首る の三は、 ヂ dJ 米グ)1リ完子駅な反・斡よ [c山川町 Eゎ 1 ，仙沼nn'.紅~)

な ν 工、反ヒー'_~7 てスノ 叶 n:i -hll 'fI ::1:' i ~:TI である d このり墳は人官の/t

(j)悲劇己主i磁調し、 1I1任問なビュ----7二fムが人苅のl:;，;~':. J喜小Itしても zるとL

て、これを批判す~)，

i::l玄すべ支は こ t" らの三つの-;'r J;品が悩!-j'-!，独ウ~~'-c I'J 1':じてい/oJのでは

な\、 ml:!!~! においご ì::( ヘ杭 7F つい c '，)る lいう当 Eいある "'18 }、 :M~ (二、 f主的

票力自':;-[き13ヲJ本持つとともι このすlあふれωタL 肯涌.][;の引き起こす-~l~>I1Jl

に対処Lなければならない存ノfI-cある η 」う !..--l=入間内実芋の条件IJ、;大(/)j 

そなジLンγ そ斗み討すc お に、人間1(; .jJ"C~%二たの手奇心希求しており、官iJ

方において、身 1芯仁発 t 品l&'ft出 G~iA 文なとの交ιょん合的 F 、十全なん会誌求 L

-:\"、心。基 :1芝向~ j:l~ 日:;;<.芯切りつめ打、高い願望 (7)充足ぃ至るこ(レ 1> 1'I訟であ

λ うか口第 に、人出エ カでキtl!な秩序をミ主的、他方で寄る)J，\~::tl 的放縦(/)私

市 iラ..4S'fρn!a.r Agi?， (';.15 

"'1
7 
.-'1 Sc乙U!(JrAge， ('η16 

叶 /1，'，;，"'/Utl-1' Agc ユS. 17-19 

~::: '1'字00:，/'刊3)731 lf3uJ 
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力に引きつけられる。これらしばしば街突する防空を片つ人買の料つよ、どの

ように坦解きれ、どのよう i:h向付けられるべきであろうか。こう Lた問題に

応答する仕方の追いにより、これらの二つのJL場が生み品されるの Pあるり

十世俗的なヒュ、マニズムは、票力的衛官U$:抑J-=-~、また世界の青痛・悲惨ヘ2

生を根絶しよう土するーたJえば、その苦痛や悲惨に対してμ己を絶縁Lて冷

静き苓保ち、他んでは、博愛の精神をも「てこれらに戦いや挑み、世界を改え

すべくつJめる こうした態度によって、世界にあふれる悲惨や悪に圧倒され

るこ，"から、臼つを守るのであるつ Lかしこの立場には施弱さが手伝宇る。世

界の悲惨・患は決Lて尽きることがなく、人間l土終わりのない戦いを強いられ

る。この場合、世俗的ヒコャマニズムは、このボ続的な努力を支える源泉を持

つの Fあろうか

世俗的こコャマニズムにおい亡、博愛のi厚長のりとつは、カンド的な尊恥の

理想 fある この理想に立つならば、人聞は主高ぴ)道徳的伍値を持つ存在であ

り、他人的境迎を改善し、その件在性円安現を財t.tる行為(J:古いf百値を持つも

のと理解される L かしながら、援助のそけ手が、つねに援助 ，~-O)期待に，I，C、え

ると..限らない 1庄ら..、向上心を見せずに拡知と悲十妻のうちにととまること

刀すある。 二うした場イ子、勝ち日のなし岨己、を、カミユ討U')ピロイズムによって

続けることも考えられるが、事くの人にとってこれは困維なことであろう。そ

うした煽什に、授~J;:首の存意l三十ゴ干への失望、事手蔑、さらには怒りに変わり、

彼ιを境正 処訂する試みすら生じうる v この場合、 ~Hき・悪に対する戦いは、

これに許しむ人々への憎悪 暴力へと存易に反転Lうるのである一

この関連から明らかなょっに、暴力的面動や、悪目悲惨への恐怖を封じ込め

ることは難Lぃ一さらに、 これらを剖 1:込め匂試みは、その反動と Lて反 平年

蒙ない L反ヒょーマニズムを生み山すりぷこの立場11暴力や悲を内に取り込む4こ

とで、その恐イ市を克服しようと宇Lのである。

こう Lた反動を避けよう Jすれば、暴)J自'J衝動を抑圧するのではなく、その

力を保ιつつ、でれを首次のx徳へと変ずr: (~n~nsfÜrlll) きせω ことが重要で

あり、ここで有リスト教信仰が決定的な役割を呆た1のであるりこの立坊にた

てば、変ず子の7 っそてス lz;えのように説明きれる 2 人間は、動物と攻寄~+lや性衝

動を共有するが、これに対しては、その抑制を求めるまJ121がワえられ、これら

のJji，範は超越的なものの命令，~ LT観念されるe-かL人間は規範を無千里L、

街動の解放によって片己主張を達成 L たい}~ 1，.，叶願望を持ち、さらには超越臥

[61 J 北法印(2.39引730
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なものに抵抗するこJが悪魔的な魅惑を肢つのである。 Jころが人予{U:宍教の

形態の発展を通じて、段i-i宇れ~:f神の教化と人間による抵抗のブ汁セスを経て、

神Jの交流のなかに誰かれてゆく はじめに生h丁賢干神殿での剖L交のような形

態が羽れる 3 ここにおいては欲望の光足が伸へ持!ずる儀式という形をとること

でー止の制約を科されるが、欲望そのものの変零11起よっていなLL次に|円約

の十世界においては、人間の斗け葺が禁 1:り;(1，、また票力臼休への耽溺が禁 1-り

れるが、 11ぇ扶Jして異教徒にiすする暴JJが残存しているりヰリス lによっては

じめて、人支は伸の愛(叩ape) の不ソトリ ケに導かれ、

変容1るのであるの

tトグ〉欲望が大きく

世俗的なヒコ、マニズムと対比した場合、 ドjスド教信仰の同指す善意は、

il!!ioo)実現する伍値を条件土せず、{山首への扶条件のをにも土づくもの Fある

人聞の尊取や正義の感止にも左づく行為¥I、このよつな愛と結びつかない限り、

前述。)主うな危険を持つのであり、テイラ←OJ見るJごころ、それは超越自せなも

のとの結びつきによっ亡可能になるの Eある。世俗的な啓蒙 ピコ F マニズム

は、超越酌なものへの途を閉 iF1 ことによ旬、逆説自t なことに、その敵対，~で

ある反・ピ J ーマニズムを助長するといえるのである。

もちろん、信仰を持つ人間もしばLば神の安を見失うっそうした場作には、

人聞は梓易に暴力の街動にとらえられてきた。白己の内部内耳から日を背け、

同時に自らの暴力的欲求を満足きせるために、他者そ仰の敵と匡なL、自らそ

柿の道具i:'--てこれを攻撃する行為は、ノ子円にヨ巨るま P繰り返きれときたの F

ある一他)Jで、宗教がなくなればこうした強行がなくなると考えるのは小適町

であるの世俗的ヒ工-7三ズムに動かされた運動も、社会土養のブロジコクト

に見つれ匂ように、 E リ~I 、残酷な行為そ繰り;，~~てきたのであり、これはむ

Lろ人究の条f'j.から生じたものJ見るへきごあるのなお、ァイフーによればキ

リスド教の日指寸こうした衝動の長終的な変n¥;、歴リ兇ヒの中では安1混見できな

l~ _;与号え Lらfう〉れる内また、これら=つの立場l土、現時点Fは、 0'~つに綜合するこ

とは阿華院であり、 また望ましくもない。明代人の'$くは、これらのそれぞれに

Iri!~:J'に引きつけられシレンマを抱えつつ生さており、またしばしばその立坊を

変更ずる。況時"fで望みうることは、これらの立場が柑lLに学び合うことであ

るりナイラ←片身、信仰の立場に立ちつつ、他的一つの立坊の川察を取り人れ

るべく努めるのである 2

北決60(2'391)729 [62] 
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4 テイラーの著作の中での位置

以トの土つに/.、吾の誌百おじ;10:んなスウ -A.{"(l>:トち、その論点iょ多阪にわと

るが、 J1?では者手のさドついて考禁昔行しよ¥、 テイラ、がこれまでド?二、

てさと附究はきわめて広範な似1長;止んでいるが、 Jこれらはレベルク〉異なる， ， 

くつかの領域分ける:とができるよ情 lz 、人間じっ怪殺を規定するお主%~i荷台りな

主1'1に院わるもので、 μ乙前:f'JU="7イプ/アノァ 道官、此高J<1)自主念<1)不

"J欠判、言語の役割、人コモ存伝の間ヱ様性、イ也子tか令〉グ)-/..本認の意義、なよ♂が詣

!. Jぶ，、き頑戒であり、 l可;--r'丈別にお

する治{表的基 i科医的源泉山観念円安Eまなザ析するものであるう第三日、府，il;

l吉の社史的うHr一， ~_-.' ;r ':. ~':':.' 升うーー;J"

利f?のうf析でめるカ仁テイラ のうJ、がのh制}土、 l i主訪日J ド '-，.j..--'-.， 刈勺ゐ τ土:i!， 

ある 現代社会におい ζ、どのよつな蓄が支配肘な蓄なのか、それらがシのよ

うな生活領域:二割り主 C~--:-i れ(いるのか、その k こ iニジレ〆マやギみが存在一ヲ

/~ i)¥ こいつ!二 l:(全柚に議蒜が?でわれる;河川l手、 三れ {i:-'J' ;tえ-、望 t1. '-， 

1-[ ，金市1:1又につし ι亡議論するもので 年丈化ヰ〈荘、参!JcT!;千二去、ウベ ク政出

μ関口，:S~主論などはこれ (.:..f';" まれるつこのうち本去の詩論は、上と~-c持この
世f戒に!";)るも0)であり、 1989年V')大名 11tl 仁-~(!)悦泉、じっ宗治をラ 1:' 緋くもの

である υ この間 1こ発長~ :)した去悼の各三{上川、令書に清合Zれている υ 「日ピA

Jì源泉、では、主主 {;--t る?ヰ・ 1罪広のみい l，_~'J) ン〆ツ Fが徒示きれ丈が、本告で

{止、聖なる もの F 社会事J ，:~L ;の司係の生存、聖なるしの L身体・「白念の結ザつ

え、 jJ1Jtにおける母体の何l土、 ZO;U_紀末の文化宮下平などの該Jおそれfて、平れ

らの諸í_~; 京の問 i乃，~;!. -~，!~.の矯1E: テリIJ i)込み まξその読むの方向イ台 市~， .C:; /.S 

字書Lおけん議論の特争当と Lて、文';1'どのトラティプの重要性のお河があげ

~) ::i tる州，すなわち、我々が道徳的首・ iis京を尽いとれまっとり、現在内町

内 :=-:r--J た沼枠河す;~ -è~~ti~'ÎHドjな初:Ji がみの重要 t::. i:';j)分を士す、 というのであ

{; リオタールはこのような l大さな物可ftJが人河<1)認識や市i$'-J可る危険{cj廿

'1リ仁hz:rle弐てaybr.'A (:;thclic Moderl1it、r.]ame只L.Heft守:2.1. fecU. A Catho 
!ic ，'ii!odi'l'nIlv'/ J;";II>((] :niル引引い Pt.，-，メ出.1 q日日):1(1μlli，l/別 ieti仁sot ih!明白UH 'l'uday 

!H;::xv三円~ Univf'rsi:y PrE"~"， 2002;: idp111. ，¥4，仏Ii? rJ1点。("/:a.lJtiwgιηι日付(D，:keTln 

河内]lvl'了出SワOU4:.

補 nつ 1，'，;，"'/Uta Agc ュ1

lG:3J Iti止、日(ロ 39Cl)7汚
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I，~するが、子「ラ によれL工、づオタ JレiJ←ラテ f ブi>f，;(:設を可能にオ-L切
斗J:7: -Il: :i:; :':詐fltf]にど1与ない出 l そLてサワフ fブをi主主するき手刀を11ド，H-れ

， -~. 上り:不法学Ij-c-iliめら;i':.l:ナラテノヅが、広く受け人れらjるこ Jになっ

Lまう。本舎におけ ω テイ 7 のき、同も、宗教法的くる支昨日守な「ラテノブ!

討して、引の)-':7 fイフを対置する二!-:ある すなわち、主情的発民平科学

的Ji;設の4、千五一i:Jぺし宗教ノF必来的l支返する、という吋ヲテノアへの批'PI

なのてある もちろん、これは すへえごの人千百が叫にi甘酢iなヰファイプ会 12:，'t:と

ず心ことを意斗、しなし円そもそも、みf'-;j、らの信事宇品菩的観念千口 1~解釈に

刊、てすらも、例申告なうf釘fじを正コている人況はわヲかであろう Lかこの

三写実(豆、テイ子グrt般を再定するものぞはな，""人ι~I)意味が刑われるよつ

な自宅iイH~ おかれ丈 rê'仁、 人聞はそれまで日空院なす:"C:'~5品してきれ ili'， c?);，~室、ベ

if:lのトラテ iブを分主イヒ TるJ芭安。 庄司Lうミ。また今 ιl、世界門戸ミミ所で、

，;:1，士レ桔ひっ政治的対立刀、多発L、K終的な政治療が「刀、抗戦を乏，)、 11じ

代.!t..; ・ Iサ G'f牢J c) .-0:P平をめぐる議論がか J ごないはこ治.Í~íl:，しといる合、て

つL丈1h克ふ念頭に主!i"1工、 JI々 が;A吏のナラァノゾから逃れられないといっ

テ/ラーのよ援には試作力由主席じられる

(-1:' 1_、持グ〉キ様将、 人"行干F(1)デL〆《こ、 三れにえす心ヲる I相 /.J.:~司ノ】

1.!;Ufにp:ir:lt':<:ari汁，Jσ3ナJ豆ヌl'早世九二Iち]:¥~ iし亡 v、るぱ ニヌいち!よテ/ラ 0)ノ6-'

ねて.J'~)(.つ '，1)-告であるが、諸井官源保の井了:，と訳租〈コユl詑七-が取り卜られ

/:，1''':'占て'L!、二千'iノ、卜救出怖をめぐζ多様な立場阜、 ':-6-(;11ι ィ、信仰の立場内関

係つ， ，て、 工のヰ~ ~ttが具体的に展開されてい。 なお、 F よ， -/.~市小川"守フ令， -ノ~ I 、一号え叫U~'J 仁、斗ト:'~

あるのは、 人間の変刊の可能f土の認識でめる η 苛iむのように、

Wi土、伸に向か「ての人交の欲求の?に'0.手;'Zめら才品。手イヲ

千リスト教のノト

ド，..<. ，-.:i-" 
，'" ~ '.，~"、 ノヘ

売りなK;S.iJ不能 1 よるものではなく、 ずでl 五円三三味(，:..~fì' されともしつでめ

るはじ 干のよう壮苦手宇の 1';能主が存作している c づイヲ、 l立、安三;，:1三いつ手i

半主義J)す坊が、存在見仕の装いの下に人間内従段0'1島宇ソJ叫つめ、主~衿のE寸能

性子閉さやL-，-L主「危険方絞り ;.ZL~旨拒， Iてきたが、五言においても世Itパじそ

内 IC吋arl肝 T2.ylor，-Seculariz2.十iC!lTheOl、にCI麿nce0:' lc♂Cl(l.i!YγA [}2.per pre 

"，("111引i礼 lrw2008 1¥戸、:1川;1，t'¥V()f'ks'h1ノp";¥ Spに111~-F I~閉山1<' I~ Lt'r: S(-，ご ;1:-1]";1，:-1

Lnn :-:::d :¥10:-1引 jμ山“(五、。lo~n~， e J"Jl aム io::al (>日fe!日nCFCt;n~，(-，- L ;-，rov(-'-r:uH"'J" : 2 

?OOS) 

~::: '1'字00:，/'389)7/7 lf34J 
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ロ f;]1 す久子ラテイブか宗教的な史子みの l主を有ぎ ， -c~ まっこトが河EEはされ

ているのであるー

5 キリスト教解釈の特徴

テノう は芳、 J】クの信'ipを持つが、子グ)宗教思想は、 J{?'τするひとつの

ん、派のた争内に}とまるものではな¥、 争様な古虫、+也惣f.!::寸σの)川宅察言;告U集r昨;.-:ゐふこどてでや弁治之f昨7t企'，'.さ

fれJて

方;にこ芋在 'J-~:) C)川に「芯す('1あ'1)ノ{りj、数?恨佐 6の〉ドグ J にf::;-~三〈さ恥る」うなもびのノ tで?汁hは土，~いC した

ηがfウで/少少主以Lμ(i);.;主 γ内よ涼章v カが古示i去、派ぷ:に::.~凶「羽再 χ がた v 、リj岸 7界手を f作下之るJ わけでば士〈

むし人ん、~~\O)境界ホ超 K て、土ぐ信仰た不信↑1110))，奇院を超 f て メ口互学(，YJi:，

うこ{レが草安ど(レ考えよ2 れてい~.): 

チ J う じりエーリスト数料解約特段レし亡、;;~----~に キ縦十午レ叫土L:~~':r\ 心耳E干

の王主義人:::，j:あげるごとがむぷる。ァイラ iこぶ恥;工、元，)ス 1教は人筒C')IHIJ

性を重ちけるのであり、教会心時?とふ円にする争張主人々の交わりとして行不

する まに 人の人買力すキ nノ、ト教の全貌をィ包摂するこ fは司、r:;出であるn し

かもムれぞi'~.(/)持代にお ν 亡 子 (/)-1-1最 1こ杭疋 ~i 亡、買えヤヲい出?とそう

ごな:，，'部分があり、そ札ぞれの日l'f{の信仰はム所乙手 F さを合わせA ハ cvる

d たがって、花々は千j吋1-学びあっことでtU註さ合!民Lて、全仏1三 ':"vhol刊出s)
にちか jくこトが，きも Iくにど代人以、 i当j、の様々な守、桁指定f長からず(ぶ

、とがで戸ると 1、イ忠和な r-:r景にv る。カト人立のオ念とは iゴq補完

u)忍理や乏 :'-ζ 全仏f士を週二 jん警ibi三t[: niもr日 :itylん実現するこ lにある

市 L、テ fヲ はキ IJ4l、教の埋呼仁あたり、ど代豆、守、の洞察字大'，1つに1Z

"J 込み、;~工 ft8ヲな二千リスト敦信仰 (r:lOclem Chciミt'an('O I1 Sに lo~!sn円S1l しつ立場

そこるc みの妥3主の3とつは、アウノ/スブイヌス1の)H罪の観念の行7i:'iごあLti 

に間<J)~1r+抗諦J L、人立が民罰にゆ予ゎ， ，、 j 司るま，-~:~~:土、神的れによる与

力円行費につながる危険があゐ。てれは人官「〆¥円受の妨げになり、人売す砕か

レ}速さける危喰をはらむのである また、人河内持つ:文革t! わ '!~l 自主放縦(/)玖求

市'~ ..4 S'au!r1r Agr， p[). 752-;;0-Cl-，arles ~2yl (l L 'A C?:holμ 下{oder，:ι:vけ 111
Jc.刊引 L，Ildl leeU. Aι，'a[h('山t:t'l(!(I，;η!ilyr (()，I-un! lJr:ivぞ円il，v;'ress， l~Y)U) 

補 '3;¥ SγィIUtaAgc pp. r;!'"~ 1-{iS6 

Iti止、日(ロ 388;7っち
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J去、 tp，に人烹のめf与の坪結J見なすのでいなく、司t.j生のょっに入問が村に;三っ

く湾軍');のなう川市置づけるべきであるつ人ECfj岳tt):J"'\つ存痛、ヰ')ノ、ト ~7) 子空~，ノ〉

岩義などについ Cも、 ， "々スァ fメえifiの骨7釈l変わる、あらとな角1ft?cr)方

向がと九れふ必要がある

信仰ど政治権力行官Ji;Sにつ'.，ても、 FイラーはとrVIJ洞察をそをけへれ、 11111 

日下一目ピコE芦原理を支持 dる一たとて u工、首厄酌な人帯は重要な成果であり、

これらが均シ七円台間lや理由に;て奪われ亡はならない，::::1 この点:ェ恒例1J)守

治かつは次のよう l足首尽きれゐ。伝仰(レイ土誌を合 さ廿る試みは、混ヲ((7)人間

干1:f;においては権);のi監同につながり、よればヰ"スト款の:m[念円三7定にフ合、

がる 2 むしろ良心への強制うどやめることむ、司らの自由に J って伸にλI-~?コ主

福富を工り純粋な仕方('，と Gるこ主力 4可能γなるのとある

5再 に、人間的':t外ド l乃車績があ;アムれる。均体を脱しょ:-;号湿性を志向した

キ'iシγ忘侍Jてm なり、ヰ'i入ト訟にお1，'，ては、身体を干J与った↑同 1;'J) }''-:~~が電

千，_~ ~ :T!. ;[;見"" i~ 人}立時前の中で間有内初 1';_' 町vfE を持ち、~<， ιにおいては三

オらヲベこの人的政J久が集めら内る まナ::'.-:-;1スト救におJ ては、 F体0:--JOI~ 

ぐ生j@-t匂椋胃がE更な戸、F仁を与えられ令。人買は号Eieいつ成育にょっと持

I，:~，:~~し、また的人と父i品、.~るのごある:tス 1、救 0)没は、 j' lい母体的な感

情としてち られる ιのである。柏!rf人絡を戸fち、人官乙の交流をな 1得るの

はこれ L対応[丈ものである 受内は、性lがづ主体ル辺にて人文とJま1唱し、感清

"e:'受j主さャ ζ こFを'J訟にしとのであふ かく.~ ，今'}スト子tカ.-[メ ン 1 る

引会と ，.;t，悩~~IjS;jな人格の人I'iぷJと交の不ソトソ}クである c 舛と人:記号包ι
をの ;':f;U~の凶にI子会直くこ cl~ .C'、人究が変1"":1/ !げるどいう似合がその L斗校な

わである J

i-•ころが rf ヲーによれば、身体を通じ/-人称Hちな号主的献の7は、近代にお， ， 

て".~きわれてえた。玄舎におし7 ゐ;zも重要壮一主張のひとつは、ぽ r\~， を近、J し

7:勾(lnc三 rn;-::，;(j ll_~' ~i)~;、主主ノしてジ)コー"スト設が、 lLi 均?字化 ("ex丸山市i:， io:j'ì

きれてき μ」しうものである叱¥和一軸時代以百l の宗教に 14いては、身体的な

欲求-¥"I長官l辻、 ~i~'~ 心も(/)r: *~ ()"つきをTうってしげ 2

市 .c計上。lil札[0れen川、 γ
総ア五 A Sc乙U!(JrAge. pp， :.!75 ワ7り

耐円 1 SγィIUtl-1'Agc pp. f-; 11-{i: 7 
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の棋Í':…についても、身件に上る儀礼の巧為、品張・ 3毛布・幹踏む Yのシシ ~'l) ソ

ク -~k1三見なとが 聖なるものと結C.?つ〈子Fそであったυ ごれらの要素ij、中IE:

{(:ItJじ C残汀しとの qct1t丸以降の改/:の殺さは、ノf、款の戸lifj'l土や梓の絶対生b

gij~訴して況l克沖イtl'至っ九ザ、これは以引の笑肢との恒l宍手引き起こし九、ざ

hにJこの運動はf士会改又干よりj生活のルぃ 1レゲ)5主市:;(，1)r二灯の柑密化ク〉連制土結

む勺主、:r!友(1)抑圧 h 手を貸し、ゆく:~_ J)結果、 11しい信仰|人守nが重視され、
珪'11:..:-:品し地イウが -;r"られる一方で、身j!;i、ど綜()'ン片付 感情・ 1寺念l士三塁なるも

のlの結ちだっさを吸って J手/ 散文 写支持言語のみが特権化きれる，'_x..百、て

心地の J三 十ケ 〆三 /kおの「口i由ド台Eされるにいたるのこう~t:uiLれは

今c:、市~ :1:で続いご揖た山である内

キプiJ~O) .t うにもん、教の木賞 l土、人文のな韮j~ な街訴をjJH三寸るのずはなく t

E二たのをへ J 定作己ぞるこ(レにあミ J この斤から見る時、原む宗教i ーお~，1る寄

体，.'(>I(記憶の重要件、 19仰と代以降の文化空宇平における身体十字じり1"1i宣グ〉要求はき

わめてい略的でJtJ;[; d 信仰においこ舟伴、 J事官、1:的なものヘ打。Ic巨が除かれ、

早ら}目、 ニオら，-聖なるものと (.1)":ノプムドりが罰複ろれる必専Jうある Tjラ

は、 7J1-1)ノケ教会ぃ士J~て、こっ'-'/三党?との{~玄什を説き、 1 えに耳i-h+な什

R~;:: ~-)レ在杭棄

か土'tする本 1υ

またゥユオーソス的な杖むに汁守るfi!意を主的ξJベえてと

8 倫理学・政治哲学に対する合意

テノラーのミム完全{よ、，-裁を中筏とする現代の依理学・ J~J，-治~.~ド~:'のょっな

吉意芯性〉のであろうか J止、;的ド白容認トミきことは、「コミュ二タ 1)'lシー

いう rメ ンは、/イ 7 内政治的土張のl託約 l しζ11必ず Lも適切「はな， ， 

と'";うここ、ある。ヮイ). (;:政治1杏ノJによって特疋の手奇心奨訪し、 f白人の日

F円ふ生Ij$'.)可ることに片 1__"(:立3j'品仁「主主でめる*:C3 ム;際的}ミ内アイブーが

*ヱ ァ Jフ 1よカ 1，:)'/ク敦会的与:j_._._-. 1 {デヴン公会主~.t(、降の動き、教惟 i 義

モヲリズ1，. ;LS~ 陥 σ)j是 f' の JF3包 i 宇評1京しつうも、氏1性的呪禁や!士よE う J〆;ご問

「ゐ，IXt~. I.i，日!立を改:hミ xきこ〆をおtGjt .. K) 1) A Se:CUUiT Agr， pp. 503--50'え

~28 その土とる i剖 l → ìJ 次'}).重り，まうり 「二、きの舎はつ:が多7τHcで，:.bZ! ~ ，'- 1) 

ベ J1)ズ奇心中心的な11111吉である浸-tF:; 日律などが.(;-~1t の入学式として正:く N+~

Iti止、日(ロ 38G)7つ4
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む[(百十注力を用いと特定の蓄の1えlilJJを是認しーとしι之:う スはわずかしかなし、傘~Cj

日かも、いわ出る 1ベソ Jン ?ミ三 ヤ'i戸、/~正中 J) 降、卒くのけベソ以内 5:;，;

γrが ;1ベラリズム少支える午絞f美{女子三司-L"Hl、つ ζ う?ごなっと前呆、政披

lの古昔ごしてし、、 rイラ とiJペヲルの交の注uリ玉、ごべわ F刀、じな Jて'"¥ 

J、レいえる平目、 r イァーは本書 L おし ι て、世'í~トH守ヒ マ三ズ戸、σ)iL#去のl担

界を指摘 1 、メリスト教信:f~ (l)意32 を .H~j'1高~..-.( ν るが、 B~{台市"疫の椛:~~.として

は 口-，ゾズii:~}) 1政治的"ベヲリスム」が妥ムとなi孟れで品ると辺べ Cいる<;1

主流;f)政治哲学l対するアノフ、の批判l止、町内{レころにある(混f¥:(7)倫珂

二1・j(lz;"b"o"手C')t与JJし、は、 i義にかなりたル ル円以求にもパゴfら(Jけムれて'.'，

る 1\íHlh 、，1 状ιかなった?一釈に人 j!:'; を:E'， -r動機グ〉刑明、 T[~:::~I) )レ ルグ〉

妥当4る制界n問起がj産江"一抜われていない}つールズG')ヨト式訪みられ

るよっに、王義をめぐミ設;品品、平均Hでな正義成を持つ人間を想1J="'!...-たうえで、

ι 誌の 1レ Jレを rf~求;~-，t: c しかしなから、人 i品;;ヱ L ば~.i王慌次の止高じっ Jゾ ル

G')良守に失敗する L、ftt，.1J-cid:ホ'1己 iを軒えた陸太な行為々も jいうる(/)-C ;VJ 

" L
かもうー巨山々 は、，"，内自'Jにも::'まB、Jにも、耐え!fii.I...不中等ぐ悲惨に直両

L てすコ打、三義が安らにする最'.Lt~n.(7)規範の J重守のみならず、古いレベ 1しの;圭索

されるべ喜二(レ <}J成故〆ベ 1レでは、勾苛?乃価値(J)強'JUi"三塁ましくなし結果を
引さ起こ jニ土う予怨され、 '1→立で:を採用すべき拐さが多v、二土 icLパ相互補

半一の原村lにしたがって、キf主な蒜がi民求 fミれ、 t~ ':に学びftうここがと宣乏し
〉干 ι

~ 

，，:'，1テイラーが認めぬものとして、次のものがある(;)1:(ここ衰の実f:l'，(1'~力lι

Ri.上義や P川、')オ手ノズj.， J の焚励。⑦台数派三語丈i己(うべ γケ丹ソラン
ス二日文化吾川0):je主 f土iI好意目下'.;，，二金仕掛j に?とわり、 付;-;6'に上る叱TIての2 つ

ルがずi:.iIiされること。たとえば、住民がtJ.いのー ノぐを尊重するための制度に

院し仁会主仁主った場{;.(，-;土、政府は厳格な ι 立性的原~iJ，1絵出し亡、これを

去自守市 J 尽力 i で尊卓ずることが~+-75 *しゐと，，"， CfCh即応sTavloL "Li¥ι1閉

山;th l) iffe~'e l1";:-" in Anita 1.. ':'，ilぞ1127'(: Mi:~o~ 仁 村守日夕n，Jr， le(:，;' ne1:l1hng 
1J什川il仙仇ベT門f乍U'門ザ♀ U 
山州先t:こ挙げ七 3つク灯〉例にヨ〉山し、 Cは、これらの政l忠志 1;. -，，~ラルの杵読んからも
l 斗7ヒオ品、ニ jが可訟である 次ふ怠t!~，ュ?康夫 l 共 ri!';'t-:.，; (福岡有広・お11

1ヰ氾釘 11"7二百クラシ 内政治学 1、京火山収会、 :?0021[)、 p;)，l.H ム61
~:) 1 ，) SC，'if hu /1 k弘 p，;，3つ。
Mυ
ノiSt'cif.!ur Ag(i， pp. 7u.:;，-70i 
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が必~;.きれゐ弓而は多いο この工ろなすむ児;，'... ;:<'持続的に l尊安を実践するとめ

の1'::1牛の解明i土、喫緊のものなのであるー

さ λ に、モラ Jレク〉苅程{(j[ L'，、規範のi室、T\，~還元フる傾向は e 討会的市]，1止め

しべルL おしては、非人交的な帰結荷引き起二宇u能1三やずvわ これはかつて

イヴマン・イリイヲによって指摘さ1d-刑法どある イワイーfi土r/1' -7 .--τj様

ぜ」、 ヰリスト教のZ工日ふ、 i@1的士対間三そもっと体長fJな'11，者に対する感情的な

安lご見ぃ μ'j，イヤ iチによれば、 キリストぎ文徒}エミゴJ定手克央 1こJ:l，--おて

れ心が投いこれを吉ilf笠:tす心試みを行い、七:;;:.ftを:Cz:{)と L もに、敦士~ iJ}自立:~R'S" 

j~. • レに L たドって"'人件的な唱をサ ピスを税j"ヲる宵僚組織ノ、>変千平して

V うだ.~ i内今、o1)tj~;1 トド叫宅Z は子。〉末詣であり、 子こでは玄米(!)人冷前な愛(;
見主ミわれ、子校ベコJ首位('，!エしばしばゴ下ヘ問j'J. J-~rl告主史通が行われ、人文の生

グ〉尊，I.~;えが援なわれていミシいつのて7 ある九 三イヲ 凶イ jイチ L:Uラヂノカル

:、立場を νc，'j'、 引に社会におけ£的撃自2・4十';;A的な抜誌のf7:訟をみ竺y，る

t カし波ι 、宗教が枯 i辛イ 1~[7) i;:I .I過と粘uつ主、'f.ラリスムに lí;~ '_! "C主f七ごとを

問題視するのでめるサ

この河~!手、いわゆる「ラアJ の依時、一話法ぃ同わ~)ものでhるつ千ヤロ凡

ギリ方./~!)七E不[たグ) ~立、↑~~JIj':::J::.ヰもった :W.tJ-:'こ汁守る人記入的なた!:y;(1) '.ありが

たであり、これ\1:ァ f ラーや/?)イチのJlt う苅認に草なハて v、る:~か、なカE

らこの間足 l止、命日の依涯学 1 お、 '-Ci土 L:J しはルールの i片手手やめぐゐ r~-~H:

釘訳されc'_まつ。すなわち、正義 l♂内 7トしιつ二月〉婚認の凡 ルグ〉育者ii..c;

存性。〉間宅、あるいは烹者の作il'"る領域の分割(T)間記こして定式化きzるこ

l が多いす3'こっ Lと蕊*も、倫理のj主求やルールui限立の問題::il-~J 一位予

ゐ傾向])孜弓昔示すものであ九つ

以:n1、ιII ;ich; ぜ l~ ， by D;-:vid C;;;yle.y， T川斤11'円 s，¥;uTlh u/ !hc Fntnn lHuu廿じ「

Ani1町iPf:"S:" lnc 叩守:-:;i (/f!く/岡イりイヰ主， (l:t隆 郊沢竺きる詰主主J

藤栄雪山、 2C07年 l

認:J，Cf. ¥¥';:1 Ki'll:id.:λ CUJ1[dnjJUlり，Jiuhhmi jJhi!uso，l.lhy (Cμrピwll>llPn-:ss. 1 :;:)() 
ch. ぬ円昭彦 ケ fの倫理lと f-;仁義の倫涯 ルめ九七汁;1の?君主jJ '.有

賀:'I~f( ・ f~態 m以巳松井U七日程ポス 1 ・"ベラ)ズム内対抗刊Jl .y-カヱシヤハ版、

つ00円年)

Iti止、日(ロ 384;7つ?



刊 ι引おける示教，'Cl~引時くズ

7 社会的連帯の問題への示唆

ノトR、ソーシャル・午ャビタA論に見られるように、市民の相交や和干1:11批

芯めくる;長~;:çil~'主主んであ ω ザ、平 J ヲ の議論はこれ;も重妥な示:!Ç~0 勺奇心ホコ

'I表自主なりv究者のtr.，'勺手 タ・スコソチボ 1しは、明世紀中葉町 γメノフ1(/)'n'j 

日付会のあわ九 :;;---'I~ <許 117;]ずるが、ぞーにおいて人ゃの社会参幻の~l1下とな「

穴のは、地}宏文部守~1"":1'コ門戸て祝続、すなわち?台半Tで.!I体、友ミ2将私、救f:な

シC&:)匂す-;~ iη 会f!l:らは口常的に会合し、社交、地t賓の奉仕活動、啓荒1古車

会r易保な活動を千丁い、 H;]-:'こは郡田;'i，・ 3::dレベj の組織を迫じて政出古書んに

携わコた。これつ抗主主レベルグ〉ポ11哉は、長則的にi守1下すふi"'Rによ rコて約成手

れ、文化、救の]ri:慢性{(.}'!f~) .:::. 1.(. t: また、上き家痘人，材会人じあそ:こた

倍仏、51::ドへの忠誠4なドが、そ訂正ン /ι にふめられて"之内

止よるが戸れらグ〉市民組織は徐々に活)Jを失v¥'._t'_C:'I~わコ仁成長 L たの

}立、第 に-./u'lム J予言ナルにJ中口ざされる政首、 i張討作、 ¥(1¥，1)("日cyv:nw吋、

主主 に、句人的え〆タ Jシ・今ア合汀日'~i!: '1匂スモール・グ L ゾなしふしセル

ソ ヘ1レブ グJレ 寸でhる(日iマ??μrきいと、 段会問は市'fJnないしはごドラ

〉】i'<アこ Lて欣殺到にた幻君主〉に寸 31、千父び)照度は快いコ後占においし

は、:占識の特殊化・細分イlが苦しく、また感'FfC0:，-_l-アが玉作15れる一方、参

力lJ脱退が会出でメンハー(j)表務もほとんとない ぃ Yt~ のタイプの祁織も、 メ

〉バ の間ぴ〉注t晶子ゃだ頼関係を形民す/主権能 7;~'悦〈 まだrT'iRが社会への伐さ

かけを宇 4凶i与と Lにほえれめピィ、 [j}なものときオしるのであるー

社交形態におけるこのよっな<1:/じご問 l は、さまゲまなJr院がJ旨摘さ;f.'./"S 

〈コ チポ l'ぺ土、政府の続出清造の?に化、広竺の1えが%Jt，aこしマスメアィ fゃ起

伝技術の発達を車問iずる まとノ?lのス E ル司ゲyン ザをhJI交するロパ

"" J)、下。〉主主誌に~~)為、 椛手持千氏1刊廿Jよw

1ドf主を{尋fん一}

山日 TIH:，d己日J.:{Jにpul，当dV(ハ~ベゼswi~hv~: lilぜ川 J t' ~-S: l:it' !<::'(ぜ l γ日isl'ur:lla:iuiυ「

A. 1l ε~Ëca吋に i 、 ;;~e '. in '1'11をclaSkcドごpc:?JI(~ [¥，jorrisド トi仁川 lη.:-;leds.) 仁川Z乙 j♂n

g，lg(!'I)')，ent -[汁 Amt''i''Ic夕刊 D(!'I)')υ〆?ρcyI.Brooゾ l立g只 h:ot'Jtio1 p~- 貯 55.1999): ~dem 

nintiw:shed n印 ωC1叫¥'，'"'' '1(""川り，，1ιll(Jrra I)r('~~、 2山'-5) 1，内回出~~~ミぐた

われと民主平詫1安芸設塾大牟il¥阪会、 200'/，年)

~::: '1'字00:，/' 383) 7/ I l7uJ 
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]-. ']ス← '1u' :.忙のような三~iEをさ孟げ心的7 人々が多イ l こ古川、共均きが:持

制したため』、 γ ド~.:'ソクで .''"1 的多土日本i:fjJ むようになったこと ソイフス

タイルヤミ互依形態力各緑化(目H昔、 F~Jtt{芝、シングル・マザーに地域:十おけ

る人組 E 民主主 宗教の氏併がすtみ、二 ズや1円借抗力共'(jが問主幹1.:な，'.こ

1 、j邑?に・交通子J主内発達こより、地域..'，，'))愛者が骨汚i己しと二 1- 与しと

条件のもこ 'Ci土、新し ν ，n 交の奇'<.~~に 定グh:~~理性があゐとされるのである一

この ζうに、多くのな汁先においては、宇jた経済的安|ぺが主悦予れるが、 ァ f

ヲ の設拾をふまえれば、正iヒR'jな芸亙につしιでも司を向ける必要があろう円持

-: ~) ~によれば、 FJ也記かり 2~};ll記~，f， 1ぞまでのH;J'{-U:士、紋 2:は H)8き;桔十iの

↑h怖を叩め士がつも、 1"-丈町内長象一と稿令し、 Lか弘れ治、l王家べ)-1-;'プカ Jレ

;-"'"ーなどの政治的 γ イデン 7 イァィた枯t}'.，J'~' 、ていん η この占 l土スコッ fポ

IンのJ前く叩世紀中柴の亘イトの多くが、 千リスト敦信:fjザ号室匡心、泳足J... iili"或

{士氏のそ-;i~ 土結(，"，'っき、官 4十した止k 'F純正綜~'" '_. '(し'7::':，:土符合一i之、話、の

である二とにろがァ 17' こよ(.\~予の状況は 20t!!;f:，l， f詰まからの丈化rZZTpiこ

仁っ C変化するこ jになる ヲなわち第ーに、 :11界依σ)t(;らざドヰ 1、v まや

それ lぷ耳ノ，1，\.\~上~)主主J を通じ ζ拷 bX 己礼Qべきものいなるコ第二ぃ、 'ig:へ

の，語↑二，~ í~{重視され、また母体(/)復権が求め M れる υ ごの J う去は古からは、

Iゴ'"'ETJ'1十の拘j;';ぺ-j-.:iンワ・ヘ11ブ・今 Jレ一一人スピワ T アリアイ、 1"'践へ

の関心のほ万11などの主宝探7:1下ミ易しなるであろう

きらにころしと字書以、 T メ 'J 刀ぷ士会、ありいは宗教的な組話;じこ ~JU，-，、社

会て主義ゃJUf1守ておなどの i世俗てt.~t酌士 fr-プカ?レヰ二例ド、 "ら』は多総な円弐前{

純 子"民述劫にも壬と:s'--sl )~ cl思われる} 般8y~，，~ :;，つに ).:.rtri5:i'、の育民組織l二

M"， 小刀垣~と結びつ、ているこ考;-; ，:)れ、またスオし九の埋 ~i土渋誌に E はあ

札、 Zうる種の世界引に必読してし ιる刀ιらである 、〆/みこんfって今f1'犯行る世界

.:聞のおr-)，\が、統J誌の日)J:ニヲ5翠J ふうえたとして~) ，1、q;立ではな'"¥"もっとも

"':17 }{ohε(~ ¥¥; U~~'l110W ， LωS( ConuW'ri:ri!S.' Juiniug ，)叫んが;げ川''I1il凶 ({tS片付陥entul

Commu'J11tit's ':H山川ηIL 'J1il'erSIむ'Prrss，19rIS:" 日 ;11.ShUlιng th!i founwy: Suttort 

c;叩I旬、 ωrd ¥nu円 U対ルuιh刊行。l'LU1!白泌す山~fy 1，吋引vYI<k， 1日引1

<n /，コ .fポレ{立、 1:'奈のFrF与仁みら才子主戸て--;主ベJ人栓.t主主BU7)';、これ

らの主主i及内陸力を ;JI~ ヒ/:こ止に言疋するが、その誌詣は，.分μ民間己れどいな

v 

l71 J Iti止、日(ロ 38つ)7つ。
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ぞれ九?とど ι に誼iをの治力をザい、社三主ので戸需を i~:;;分化し、 デルうシズムを可1

芝生J、 4必然十とはな'，.'0 7 イソ 白身土張4るよ弓 l、l探求 内結果、 t:~)j干

の伝倍知・ J十民主n ，~yu達司るこ"エ十うれテあワ得るこどごあ ''J， +主以ク〉ヱ絞f七
が、{内(声認 十世界桟の T規f己お必ずヲき起こ宇わけではな、、州 ま点、 人間

がはっぴ〉弱::;"う子、ブ岳、また三"1、のあるf<<主主を必読させるため;、 ~_!-.t:' ~ i-f'Hi 
成治相誌を求のることも，r:手慌き才1，~己。テイ tヲ ドフワ入:)，)ク教会につして-lH1it

オ右上うに、 1巨人仁之る I~*〆j:J 事ス付人れる〆=.=.rltt吐 ;î":;'~r-t)-コつ、 lli}時にさ交

，'7)あゐイトZ史(7)共有をヲミ頃す心こ'が、 今口付組攻が1古力を栓jて f~己条件 F あゐ

;)~ ， IJ.~~'コれる勺

引なお、ァイフーはこの頁孟が4 悦当点、片己，:y起点た""イもりf見たわれる

こ什のれ訟を?言批 L-cvる。 CbarlesTav:¥Jr. Thc EIf.U'-s (，/Ag!hcl1ti什川
:H三rv日 dll11;町内ityPr2::::::'. ~ 99汚:1 (1IJ~V~{?'苦渋J'(ほんもの J~ ，、う fi:fitj:j 定
安|司書、 2CC4芋人 ch. 8 

*Jト;稿の執筆:光山ち 訂可凶年京都担関連行事 l稲盛肝市土 iめ~t::)jJする後

会を与えられ有者全な気1 止を作匂ニシがむきま~，' ;1;"作平太、銀局引説、司

ょ法主、行中官官、炉J ヰj1':~j:充 (1) 1干す子生、総誌~!ρJ:こ l 十i< 御末Lf L上げまーヲ

~::: '1'字00:，/・3，1'>)71合 l7つj


